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ミ
ラ
ー
氏
は
次
の
よ
う
に
話
を
始
め
た
。

「
去
年
の
八
月
末
に
貴
財
団
で
会
っ
て
以
来
、

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
つ
の
点

で
動
い
て
い
ま
す
。
一
つ
が
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ

メ
ン
バ
ー
の
設
置
、
も
う
一
つ
が
、
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｓ
に
関
心
を
持
つ
欧
州
内
の
地
域
へ
の

基
礎
調
査
で
す
」。

競
争
優
位
要
因
と
し
て
の
指
標

ミ
ラ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、二
〇
〇
八
年（
平

成
二
十
年
）の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
世
界
的
な
経
済
不
況
以
降
、
イ
ギ
リ
ス

内
の
地
域
観
光
局
の
資
金
源
が
、
政
府
に

よ
る
一
〇
〇
％
出
資
か
ら
、
政
府
一
〇
％
、

民
間
九
〇
％
出
資
と
大
き
く
移
り
変
わ
っ

近
年
、
世
界
各
地
で
「
持
続
可
能
な

観
光
の
た
め
の
指
標
（
以
下
、
指
標
）
開

発
」
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

本
誌
で
も
度
々
取
り
上
げ
て
き
た
の
で
詳

細
は
割
愛
す
る
が
、
一
言
で
言
え
ば
指
標

と
は
、「
持
続
可
能
な
地
域
の
将
来
に
向

け
て
、
地
域
の
現
状
を
、
経
済
・
環
境
・

社
会
の
各
観
点
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
」

で
あ
る（『
観
光
文
化
』２
１
６
号「
特
集
」、

同
２
１
９
号
「
財
団
活
動
の
い
ま
」
参
照
）。

我
が
国
で
の
指
標
導
入
の
参
考
と
す
べ

く
、二
〇
一
三
年（
平
成
二
十
五
年
）十
二

月
に
、
欧
州
の
二
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、

そ
の
開
発
の
中
心
人
物
で
あ
る
サ
リ
ー
大

学
の
グ
ラ
ハ
ム
・
ミ
ラ
ー
氏
と
、
ダ
ブ
リ

ン
工
科
大
学
の
ケ
ビ
ン
・
グ
リ
フ
ィ
ン
氏

欧
州
の
先
行
事
例
に
学
ぶ

「
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
」の

導
入
過
程
―
―
イ
ギ
リ
ス・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
視
察
報
告

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
研
究
部
　
研
究
員

清
水 

雄
一

自主研究報告（2）

ら
に
話
を
伺
っ
た
。

欧
州
共
通
指
標「
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
」

導
入
過
程
の
現
状

（
イ
ギ
リ
ス
視
察
）

ロ
ン
ド
ン
の
南
西
、
サ
リ
ー
州
ギ
ル
フ

ォ
ー
ド
に
あ
る
緑
の
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス

を
抜
け
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ミ
ラ
ー
氏
は
我
々

を
研
究
室
に
通
し
て
く
れ
た
。

「
よ
う
こ
そ
、
サ
リ
ー
大
学
へ
。
前
回

お
会
い
し
た
時
の
東
京
は
、
本
当
に
暑
か

っ
た
で
す
ね
」。

今
回
の
訪
問
に
先
立
ち
、
当
財
団
で
は
、

二
〇
一
三
年（
平
成
二
十
五
年
）八
月
に
来

日
し
た
同
大
教
授
の
ミ
ラ
ー
氏
を
東
京
に

招
い
て
い
た
。世
界
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
」の
情

報
収
集
と
し
て
、
ま
た
、
国
内
初
と
な
る

沖
縄
県
で
の
指
標
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
遡

さ
か
の
ぼる

こ
と
半
年
、
同
年
二
月
末

に
、
ミ
ラ
ー
氏
が
議
長
を
務
め
た
欧
州
委

員
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

（European Tourism
 Indicators Sys-

tem
 for Sustainable M

anagem
ent at 

Destination Level

観
光
地
レ
ベ
ル
に
お

け
る
持
続
可
能
な
管
理
・
運
営
の
た
め
の

欧
州
観
光
指
標
シ
ス
テ
ム
：
イ
ー
テ
ィ
ス
）

と
い
う
共
通
の
指
標
及
び
指
標
管
理
・
運

営
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い
た
。
今
回

の
訪
問
で
は
、
開
発
後
の
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
を
め

ぐ
る
動
向
も
知
り
た
い
こ
と
の
一
つ
で
あ

っ
た
。

写真1   ミラー氏の研究室でのミーティングの様子
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57 自主研究報告（2）◉欧州の先行事例に学ぶ「持続可能な観光のための指標」の導入過程―イギリス・アイルランド視察報告

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
結
果
か

ら
、
広
範
囲
に
わ
た
る
多
様
な
タ
イ
プ
の

地
域
に
対
応
し
た
指
標
と
し
て
の
有
効
性

に
つ
い
て
、
検
証
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と

の
説
明
で
あ
っ
た
。ミ
ラ
ー
氏
い
わ
く
「
こ

れ
ら
の
基
礎
調
査
を
通
じ
て
、
ど
の
地
域

に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
い
て
ど
の
よ
う
な

団
体
が
あ
り
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
な
支
援
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
最
も
重
要
な
の
は
、

人
々
が
ど
の
分
野
に
取
り
組
み
、
ど
の
分

野
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
の
か
を
把
握
す

る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
障
が
い
者
の
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
顧
客
満
足

と
い
っ
た
、
健
康
と
安
全
性
に
関
す
る
分

野
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
は
進
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
気
候
変
動
分
野
の
取

り
組
み
は
進
ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
と
予
想

し
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
観
光
地
と
し
て
は
新
興

の
地
域
が
『
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の

指
標
』
に
よ
り
関
心
を
持
つ
の
か
、
あ
る

い
は
伝
統
的
な
観
光
地
が
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
の
か
に
興
味
が
あ
り
ま
す
」
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

欧
州
と
い
う
広
範
囲
で
多
様
な
地
域

を
対
象
に
、
統
一
指
標
が
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
、
成
果
を
挙
げ
て
い
く
の
か
、
今

後
の
調
査
結
果
と
分
析
に
期
待
し
た
い
。

D
IT-A

C
H
IEV
 M
odel

の
開
発
過
程
と
現
状

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
視
察
）

次
の
訪
問
地
、
ダ
ブ
リ
ン
工
科
大
学

（D
ublin Institute of Technology : 

以

下
、DIT

）で
は
、DIT︲A

CH
IEV

 M
odel

の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き

た
、
ケ
ビ
ン
・
グ
リ
フ
ィ
ン
氏
、
セ
イ
ラ
・

フ
ラ
ナ
ガ
ン
女
史
、
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
女
史
が
我
々
を
迎
え
入
れ

て
く
れ
た
。D

IT︲A
CH

IEV
 M

odel

の

詳
細
に
つ
い
て
は
『
観
光
文
化
』
２
１
６

号
に
譲
る
が
、

①
行
政
（A

dm
inistration

）

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（Com

m
unity

）

③
遺
産
（H

eritage

）

④
イ
ン
フ
ラ
（Infrastructure

）

⑤
企
業
（Enterprise

）

⑥
来
訪
者
（V

isitor

）

の
各
観
点
か
ら
三
十
三
の
指
標
を
設
定
し
、

持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
管
理
・
運
営

を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
る︵
図
１
︶。
大

学
構
内
の
一
室
で
、
我
々
は
同
モ
デ
ル
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
他
地
域
と
の
競
争
優
位

に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
調
し
、
民
間
事
業

者
の
関
心
に
応
え
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
十
人
の
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
メ

ン
バ
ー
の
う
ち
、
ミ
ラ
ー
氏
を
含
む
欧
州

内
の
専
門
家
は
二
名
、
そ
の
他
八
名
は
産

業
界
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
っ
て
お
り
、
民

間
を
意
識
し
た
人
員
構
成
と
し
て
い
る
点

も
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
の
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
を
通
じ

て
、
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
を
採
用
す
る
地
域
に
対
し

て
、
適
宜
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
で
き
る

体
制
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
。

欧
州
全
体
を
包
含
す
る
統
一
基
礎
調
査

我
々
の
往
訪
時
に
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
の

二
十
八
カ
国
の
う
ち
、
ロ
ー
マ
や
ミ
ラ
ノ

と
い
っ
た
百
以
上
の
地
域
か
ら
基
礎
デ
ー

タ
を
集
約
し
て
い
る
最
中
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
基
礎
デ
ー
タ
の
項
目
と
し
て
は
、

「
山
間
地
域
」
や
「
海
浜
地
域
」
な
ど
、

そ
の
地
域
が
ど
う
い
っ
た
地
域
な
の
か
を

把
握
す
る「
地
域
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」と
、「
責

任
者
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
の
実
施
組
織
体
制
及
び
現
在
の
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
の
取
り
組
み
状
況
」
を
把
握
す
る
項
目

か
ら
な
っ
て
い
る
。

た
。
官
か
ら
民
へ
、
中
心
的
な
利
害
関
係

者
が
代
わ
る
の
に
伴
い
、
指
標
導
入
の
誘

導
方
法
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
変
え
て
き
た

と
い
う
。
単
に
持
続
可
能
性
を
訴
求
す
る

の
で
は
な
く
、
地
域
で
指
標
を
導
入
す
る写真3   緑の美しいサリー大学キャンパス 写真2   左から筆者、寺崎部長、ミラー氏、中島主任研究員
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58

開
発
過
程
の
苦
労
や
課
題
と
、
そ
の
現
状

に
つ
い
て
伺
っ
た
。

第
一
期
：
試
行
錯
誤
の
モ
デ
ル
指
標

開
発

D
IT︲A

CH
IEV

 M
odel

開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
大
き
く

三
期
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
歴
史
の
始

ま
り
は
二
〇
〇
四
年
に
遡

さ
か
の
ぼる
︵
表
１
︶。

第
一
期
の
取
り
組
み
地
域
は
、
グ
リ
フ

ィ
ン
氏
が
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
土
地
に

程
近
い
、
シ
ャ
ノ
ン
川
の
流
れ
る
テ
ィ
ペ

ラ
リ
ー（T

ipperary

）
と
い
う
地
域
で
あ

っ
た
。

当
時
を
振
り
返
り
、
グ
リ
フ
ィ
ン
氏
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

「
当
初
は
あ
る
意
味
、
私
た
ち
の
中
に

素
朴
で
未
熟
な
考
え
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
地
域
に
は
問
題
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、

そ
れ
は
解
決
さ
れ
る
べ
き
だ
、
そ
ん
な
ふ

う
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
」。
テ
ィ
ペ
ラ
リ

ー
は
公
共
交
通
が
未
発
達
の
地
域
で
あ
り
、

同
氏
が
地
域
住
民
に
対
し
て
「
よ
り
良
い

公
共
交
通
機
関
が
必
要
で
し
ょ
う
」
と
指

摘
し
た
と
こ
ろ
、
地
域
側
の
反
応
は
同
氏

の
予
想
と
は
反
す
る
も
の
だ
っ
た
。

地
域
の
住
民
い
わ
く
「
こ
の
地
域
を
訪

れ
る
人
々
は
自
家
用
車
で
来
て
、
一
週
間

ほ
ど
の
滞
在
で
乗
馬
を
楽
し
ん
だ
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
宿
泊
施
設
に
お
金
を
落
と
し

て
い
っ
て
く
れ
る
。
公
共
交
通
機
関
が
発

達
す
る
と
来
訪
者
は
そ
ん
な
に
長
く
滞

在
し
な
く
な
る
は
ず
だ
」
と
。

「
こ
の
時
の
経
験
を
通
し
て
、こ
ち
ら
側

の
論
理
で
、
一
つ
の
観
点
か
ら
勝
手
に
課

題
を
設
定
し
、
資
金
投
資
に
よ
っ
て
課
題

解
決
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」。

指
標
開
発
の
こ
の
初
期
段
階
で
は
、
ま

た
別
の
問
題
も
生
じ
て
い
た
。
最
初
の
三

年
間
で
試
行
錯
誤
し
、
良
か
れ
と
思
う
指

標
開
発
を
行
っ
た
の
だ
が
、
あ
ま
り
に
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
に
偏
っ
て
し
ま
い
、グ

リ
フ
ィ
ン
氏
ら
開
発
者
し
か
扱
え
な
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
Ｅ
Ｕ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
精
通
す
る
経
済
学
者
ら
か
ら
の
有
益

な
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
、
二
百
以

上
も
あ
っ
た
指
標
候
補
か
ら
、
前
述
の
通

り
六
つ
の
観
点
に
よ
る
三
十
三
指
標
に
絞

り
込
み
、D

IT︲A
CH

IEV
 M

odel

の
原

型
を
開
発
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
期
：
キ
ラ
ー
ニ
ー
と
カ
ー
リ
ン
グ

フ
ォ
ー
ド
に
お
け
る
指
標
開
発

そ
の
後
、
指
標
開
発
研
究
費
用
の
拠

出
が
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
環
境
保
護
庁（Irish 

Environm
ental Protection A

gency

）

か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
観
光
庁
（National 

Tourism
 D

evelopm
ent A

gency, 
Fáilte Ireland

）
に
引
き
継
が
れ
た
。
環

境
と
観
光
の
双
方
の
視
点
が
重
な
り
合

い
、
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
開

発
の
第
二
期
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
～
二
〇
一
一
年
の
四
年
間
に

わ
た
る
総
額
三
十
五
万
ユ
ー
ロ
規
模
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
︵
表
１
︶。

第
二
期
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
内
の

十
五
、六
の
候
補
地
か
ら
、
ケ
リ
ー
州
キ

ラ
ー
ニ
ー
（K

illarney

）
と
ラ
ウ
ス
州
カ

ー
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
（Carlingford

）
の

二
地
域
が
指
標
導
入
の
モ
デ
ル
地
域
に
選

定
さ
れ
、
並
行
し
て
指
標
開
発
の
取
り
組 写真4   DITでのミーティングの様子

a アクセス 18 問題に対する地域住民の態度

19 観光に関する地域住民の意識と態度

20 観光の質とそれが地域住民にどのように影響
しているかについての地域住人の意識

21 地域の慣習への観光による影響

22 人口動向

27 地域管理者への来訪者の理解

23 来訪者のプロフィール

28 交通手段の来訪者満足度

24 来訪者の動機

29 地域住民への来訪者の理解

25 来訪者の混雑予想

30 旅行消費額

31 行政目標の評価
（環境面、経済面、社会面、行政面）

32 明確かつ対応力ある観光の管理・運営

33 規則のモニタリングと維持

26 リピート客の水準

b 関与

c 生活の質

d 受益者

e 人口

a 人数

b 観光行動

c サービス

d ホスピタリティ

e 旅行消費額

a 目標

b 政策

c 管轄

資料：DITケビン・グリフィン氏らの資料を基に作成
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み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

キ
ラ
ー
ニ
ー
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
南
西

部
に
位
置
す
る
古
く
か
ら
の
観
光
地
で
あ

り
、
市
議
会
と
観
光
と
の
結
び
付
き
が
強

く
、
商
業
組
合
の
影
響
力
が
大
き
い
。
一

方
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
イ
ギ
リ
ス
）
と

の
国
境
付
近
に
位
置
す
る
カ
ー
リ
ン
グ
フ

ォ
ー
ド
で
の
取
り
組
み
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
運
営

方
法
の
異
な
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

第
一
期
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
に

偏
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
指

標
の
測
定
結
果
の
見
方
に
は
よ
り
柔
軟
性

を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
た
。

さ
ら
に
、
上
層
部
だ
け
で
は
な
く
、
実

際
に
現
場
を
知
る
人
々
と
の
関
係
を
築
き
、

情
報
収
集
・
情
報
共
有
に
当
た
る
こ
と
の

重
要
性
も
分
か
っ
て
き
た
。「
知
事
に
会

っ
た
後
は
、
例
え
ば
野
生
動
物
関
係
の
オ

フ
ィ
サ
ー
を
訪
ね
、
何
時
間
も
い
ろ
い
ろ

と
話
を
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
環
境
汚
染

や
気
候
変
動
の
こ
と
な
ど
を
全
て
測
定
す

る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
、

あ
る
種
の
鳥
の
数
を
調
べ
る
と
よ
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
鳥
の
数
を
数

え
て
、
過
去
の
数
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の

鳥
を
取
り
巻
く
生
態
系
、
環
境
の
状
態

が
ど
う
変
化
し
て
い
る
か
の
指
標
に
な
る

の
で
す
」。

モ
デ
ル
導
入
の
過
程
で
、
グ
リ
フ
ィ
ン

氏
ら
は
、D

IT︲A
CH

IEV
 M

odel

導
入

の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
理
解

表１  DIT-ACHIEV Modelの取り組み

第一期
（2004～06年）

第二期
（2008～11年）

第三期
（2012年～現在）

ティペラリー
（Tipperary）

キラーニー
（Killarney）

カーリングフォード
（Carlingford）

テンプルバー
（Temple Bar）

フィンガル
（Fingal）

導入成否 主な要因取り組み期 地域

△

○

○

×

－

•測定項目や結果について厳密にしすぎないこととした
•地域のコミュニティ、現場の実践者などを巻き込んで取り組んだ
•地域関係者自らモニタリングできるようにトレーニングプログ
ラムを策定した

•指標の開発はできたものの、内容がアカデミックすぎて、地域
関係者には扱いにくいものとなってしまった

•地区の関係組織に指標導入の意識を持たせることができなか
った

（導入検討中）

（注）導入成否：ヒアリング内容から筆者により仮に評価した

❶ 鍵となる種の状態 a 生物相

b 水資源

c 空気

d 地勢

遺産
Heritage

コミュニティ
Community

来訪者
Visitor

行政
Administration

インフラ
Infrastructure

企業
Enterprise

f 文化

a 水資源

b 土地

c 運輸交通

d 快適性

a 持続可能な実践

b コミュニケーション

c 労働

e 考古学及び歴史

❷ 水資源の質

❽ 水供給及び処理

❸ 空気の質

❾ 土地利用

❹ 保護生息域の現状

10 道路混雑

14 水・廃棄物・エネルギー管理・運営

❺ 景観の視覚的な質

11 障がい者のためのアクセス

15 地域コミュニティ及び環境とのつながり

❻ 地域民俗及び遺跡

12 廃棄物処理及びリサイクル

16 他地域ビジネスとの相互連携

❼ 地域文化の重要性及び状況

13 来訪者が快適に過ごすための付帯設備
及びサービス

17 観光産業の雇用の質・活力

持続可能な観光

図１  DIT-ACHIEV Model（ダブリン工科大学   行政・コミュニティ・遺産インフラ・企業・来訪者モデル）の全体構成

222観光文化_自主研究報告2.indd   59 14/07/02   18:50



60

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

て
き
た
。「
取
り
組
み
に
関
す
る
新
聞
掲

載
に
つ
い
て
は
、
キ
ラ
ー
ニ
ー
で
は
歓
迎

さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
カ
ー
リ
ン
グ
フ
ォ
ー

ド
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
人
々
の
独
自
の
考
え
方
が
あ
り

ま
す
ね
」。
フ
ラ
ナ
ガ
ン
女
史
も
続
け
る
。

「
ラ
ジ
オ
に
も
出
演
し
た
し
、
今
思
え
ば
、

随
分
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
取
り
組

み
を
広
げ
よ
う
と
し
て
き
た
わ
ね
」。

彼
ら
は
、
地
域
住
民
、
狩
猟
団
体
、
観

光
関
係
者
、
研
究
機
関
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
と
直
接
会
い
、話
を
し
、少
し
ず
つ

理
解
者
・
協
力
者
の
範
囲
を
広
め
て
き
た
。

指
標
項
目
の
測
定
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
は
じ
め
、
な
る
べ
く
地
域
の
関
係
者

が
測
定
で
き
る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
工
夫
し
て

作
成
し
た
。
こ
う
し
て
、

デ
ー
タ
を
地
域
関
係
者

が
自
ら
集
め
る
こ
と
で
、

当
事
者
意
識
を
高
め
、

現
在
で
は
、
そ
の
数
値

が
、
地
域
関
係
者
が
地

域
の
問
題
を
議
論
す
る

際
の
出
発
点
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
測
定
指
標
の
項
目
の
一
つ

で
あ
る
訪
問
者
へ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、

キ
ラ
ー
ニ
ー
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

整
備
資
金
と
し
て
五
十
万
ユ
ー
ロ
を
運
輸

省
か
ら
獲
得
し
て
い
る
。

第
三
期
：
新
た
な
試
み

キ
ラ
ー
ニ
ー
と
カ
ー
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド

と
い
う
二
地
域
で
の
モ
デ
ル
導
入
の
後
、

ダ
ブ
リ
ン
の
観
光
中
心
地
で
あ
る
テ
ン
プ

ル
バ
ー
（Tem

ple Bar

）
で
の
指
標
導

入
が
新
た
に
試
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

︵
表
１
︶。
二
地
域
と
は
異
な
り
、
市
街
地

の
中
心
部
に
あ
る
同
地
は
、
石
畳
の
両
側

に
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ア
イ
リ
ッ
シ

ュ
パ
ブ
が
軒
を
連
ね
、
多
く
の
観
光
客
が

ダ
ブ
リ
ン
観
光
の
拠
点
と
し
て
宿
泊
す
る

地
区
で
あ
る
。

し
か
し
、
結
論
か
ら
言
う
と
「
テ
ン
プ

ル
バ
ー
で
の
指
標
導
入
は
失
敗
に
終
わ
っ

た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
生
に
よ

る
観
光
客
へ
の
調
査
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い

た
が
、「
地
区
の
事
業
者
や
各
種
組
織
が

動
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

「
テ
ン
プ
ル
バ
ー
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
関

連
の
組
織
だ
け
で
な
く
、
文
化
活
動
を
担

う
組
織
な
ど
、
複
数
の
多
様
な
組
織
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
た
ち
が
地
区
を

運
営
し
て
い
る
と
い
う
意
識
と
誇
り
が
あ

る
。
そ
の
う
ち
の
誰
一
人
と
し
て
指
標
導

入
を
し
よ
う
と
言
い
出
さ
な
か
っ
た
。
自

分
た
ち
は
十
分
に
や
っ
て
い
け
る
の
で
問

題
な
い
と
い
う
の
で
す
」
と
グ
リ
フ
ィ
ン

氏
は
語
っ
て
い
た
。

現
在
、
グ
リ
フ
ィ
ン
氏
ら
は
、D

IT︲
A

CH
IEV

 M
odel

に
関
心
を
示
し
た
フ

ィ
ン
ガ
ル
（Fingal

）
と
い
う
地
域
で
の

指
標
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ダ
ブ
リ

ン
の
北
に
位
置
す
る
同
地
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
知
見
と
経
験
を
活
か
し
、
一
年
の
期

間
で
三
万
ユ
ー
ロ
を
掛
け
て
、
住
民
調
査

な
ど
を
実
施
、
問
題
点
の
洗
い
出
し
を
行

っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
そ
の
後
、
実
際

に
問
題
点
を
改
善
す
る
実
行
段
階
に
移

行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

我
が
国
で
の
さ
ら
な
る

指
標
導
入
を
目
指
し
て

今
回
の
視
察
を
通
じ
、
指
標
開
発
過
程

の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
つ
の
事
例
か
ら
は
、
研
究
者
の
み
で
取

り
組
む
の
で
は
な
く
、
指
標
開
発
段
階
か

ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
民
間
事
業
者
な
ど

を
巻
き
込
み
、
理
解
を
広
め
、
指
標
開
発

後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
が
主
体
的

に
指
標
を
用
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
機
運
と
仕
組
み
づ

く
り
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
視
察
内
容
の
一

部
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今
後
国
内

で
の
指
標
導
入
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に

向
け
、
今
回
の
視
察
で
得
た
知
見
を
活
か

し
て
い
き
た
い
。

ご
多
忙
の
中
、
我
々
を
快
く
受
け
入

れ
、
長
年
に
わ
た
る
指
標
開
発
と
導
入
の

取
り
組
み
経
緯
を
飾
る
こ
と
な
く
丁
寧

に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
、ミ
ラ
ー
氏
、
グ
リ

フ
ィ
ン
氏
、
フ
ラ
ナ
ガ
ン
女
史
、
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
女
史
に
、
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
る
。　
　
　
（
し
み
ず　

ゆ
う
い
ち
）

写真5   テンプルバーの街並み
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